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	 イベントのお知
し
らせを見

み
ています。どんなイベントですか。

第
だ い
1 課

か
　1

お知
し
らせを見

み
てみよう

日時：4 月 21 日（土）10：00 ～ 13：00
場所：さくら区民会館

さくら区交流協会
　　〒 16*-00**　さくら区中央 4-28-6
　　電話：0*-33**-****  　　e-mail：tanoshiku@koryu.jp

  国 際 交 流 の つ ど い

①　	
際 · 祭

	［　　　　　　　］

ポイント：共
きょう
通
つう
の読

よ
み方
かた
は？

④　	
化 · 花

	［　　　　　　　］

ポイント：共
きょう
通
つう
の読

よ
み方
かた
は？

②

Ａ 	 Ｂ

ポイント：どっちがいい？

③

Ａ 	 Ｂ

ポイント：どっちがいい？

1

際
読
よ
み方

かた サイ　きわ
ことば 国

こく
際
さい

例
れい
文
ぶん

来
らい
月
げつ
、国
こく
際会
かい
議
ぎ
が開
ひら
かれる。

2

流
読
よ
み方

かた リュウ　なが-れる　なが-す
ことば 交

こう
流
りゅう
　流
なが
れる　流

なが
す　流

りゅう
行
こう

例
れい
文
ぶん

交
こう
流会
かい
のお知

し
らせを見

み
た。／この町

まち
には３つの川

かわ
が流れている。

3

参
読
よ
み方

かた サン　まい-る
ことば 参

さん
加
か
　持

じ
参
さん
　参
まい
る

例
れい
文
ぶん

イベントに参加
か
する。／中

ちゅう
国
ごく
から参りました。

4

加
読
よ
み方

かた カ　くわ-わる　くわ-える
ことば 参

さん
加
か
　増
ぞう
加
か
　加
くわ
わる　加

くわ
える

例
れい
文
ぶん

留
りゅう
学
がく
生
せい
が増

ぞう
加している。／新

あたら
しいメンバーがチームに加わる。

5

申
読
よ
み方

かた もう-す　シン
ことば 申

もう
す　申

もう
し込

こ
む　申

しん
請
せい

例
れい
文
ぶん

私
わたし
はパクと申します。／交

こう
流
りゅう
会
かい
に申し込

こ
んだ。

6

込
読
よ
み方

かた こ-む　こ-める
ことば 申

もう
し込

こ
み　～込

こ
む　込

こ
める

例
れい
文
ぶん

申
もう
し込みの締

し
め切

き
りは金

きん
曜
よう
日
び
です。／心

こころ
を込めて手

て
紙
がみ
を書

か
く。

7

化
読
よ
み方

かた カ　ケ　ば-ける　ば-かす
ことば 文

ぶん
化
か
　化

け
粧
しょう
品
ひん
　～化

か

例
れい
文
ぶん

日
に
本
ほん
の文
ぶん
化が好

す
きです。／化粧

しょう
品
ひん
を買

か
った。

8

各
読
よ
み方

かた カク　おの
ことば 各

かく
～　各

かく
地
ち
　各
かっ
国
こく
　各
かく
自
じ

例
れい
文
ぶん

８月
がつ
は各地

ち
で花
はな
火
び
大
たい
会
かい
が開
ひら
かれる。

9

誰
読
よ
み方

かた だれ
ことば 誰

だれ

例
れい
文
ぶん

このイベントは誰でも参
さん
加
か
できます。

➊こくさい   ➋ながれる   ➌さんか  

➍もうしこむ   ➎ぶんか   ➏かくち  

➐だれ  

✎

氏
し
名
めい
　　締

し
め切

き
り　　抽

ちゅう
選
せん

読める

 日本文化体験のお申し込み： 電話または e-mail で
  氏名、 電話番号をお知らせください。

 申し込み締め切り : 4 月 11 日（水）

誰でも参加 できるよ！

みんな来てね

―― プログラム ――
１． 留学生による日本語スピーチ 1 階ホール

２． 日本文化体験（定員：各 20 名） 2 階和室他

 　　「茶道」 「華道」 「書道」 「着物」
 　　（お申し込みが 21 名以上の場合、 抽選）

8 9第 1課　1 第1課　1

Ⅰ．	□に漢
かん
字
じ
を１つ入

い
れて、（　　）に読

よ
み方

かた
をひらがなで書

か
いてください。

①		 ②	

Ⅱ．	Ａから１字
じ
、Ｂから１字

じ
漢
かん
字
じ
を選

えら
んで、言

こと
葉
ば
を作

つく
ってください。（　　）に読

よ

み方
かた
も書

か
いてください。

A 文　国　流　持 　　 B 際　行　化　参

（� ） （� ） （� ） （� ）

Ⅲ．	　　　の漢
かん
字
じ
をひらがなで、ひらがなを漢

かん
字
じ
で書

か
いてください。

①	私はグェンともうします。ベトナムから参りました。

②	この店で化粧
しょう
品を買うと、抽選で100名にプレゼントが当

あ
たります。

③	この国際大会には世界各国の選
せん
手がさんかする予定です。

④	スピーチ大会のもうしこみの締め切りは３月５日です。

⑤	ここに住所、氏名を書いてください。

（�

）

Ａ�

↓ 交
れる

Ｂ�→

（� ）

（�

）

Ａ�

↓ 参
わる

Ｂ�→

（� ）

練
れん
習
しゅう
１　書

か
いてみよう 練

れん
習
しゅう
２　やってみよう

	 イベントのお知
し
らせを見

み
ています。

国際交流カフェ（10月）

毎週水曜日
場所：みどり公民館

第 1回	 	4 日	 ……	ウェルカムパーティー
第 2回	 11 日	 ……	料理
第 3回	 18 日	 ……	まんが　アニメ
第 4回	 25 日	 ……	歌

参加費：無料　　　
定　員：20名（21名以上の場合、抽選）
申し込み締め切り：各回の 2週間前

みどり市に在住、在学、在勤の方は誰でも参加できます。
参加ご希望の方は、国際交流協会までお電話、または、
e-mail でご希望の回、氏名、電話番号をお知らせください。

みどり市国際交流協会
　　〒 16*-00**　みどり市中央 4-28-6　	
　　電話：0*-33**-****　　e-mail：tanoshiku@koryu.jp

	 ①	リンさんはみどり市
し
の日

に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
に通

かよ
っています。このイベントに行

い
くこ

とができますか。

A	できる　　　B できない

	 ②	アニメの回
かい
に行

い
きたいです。A～Cのどれがいいですか。

A	10月
がつ
3 日

か
にお知

し
らせにある電

でん
話
わ
番
ばん
号
ごう
に電

でん
話
わ
する

B	 10月
がつ
11 日

にち
にお知

し
らせにあるメールアドレスにメールを送

おく
る

C	10月
がつ
3 日

か
にみどり公

こう
民
みん
館
かん
へ行

い
って書

しょ
類
るい
を書

か
く

	 ③	参
さん
加
か
希
き
望
ぼう
者
しゃ
が 30人

にん
いるとき、どうやって決

き
めますか。

�

②① ④③

本
ほん

書
しょ

の構
こう

成
せい

と使
つか

い方
かた

◆ 学
がく

習
しゅう

する漢
かん

字
じ

について

　『漢
かん

字
じ

たまご　中
ちゅう

級
きゅう

１』で学
がく

習
しゅう

する漢
かん

字
じ

は３56字
じ

です。『漢
かん

字
じ

たまご　中
ちゅう

級
きゅう

１』『漢
かん

字
じ

たまご　中
ちゅう

級
きゅう

２』

の２冊
さつ

で、日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

N3、N2レベルの漢
かん

字
じ

の学
がく

習
しゅう

ができます。

　提
てい

出
しゅつ

される漢
かん

字
じ

は、次
つぎ

の2つの種
しゅ

類
るい

に分
わ

かれています。

提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

　：読
よ

み方
かた

と書
か

き方
かた

を学
がく

習
しゅう

します。

読
よ

める　　：意
い

味
み

と読
よ

み方
かた

がわかればいい漢
かん

字
じ

です。

　　　　　　後
あと

の課
か

で「提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

」として再
さい

提
てい

出
しゅつ

されるものもあります。

◆ 本
ほん

書
しょ

の構
こう

成
せい

①  第
だい

１課
か

～第
だい

10課
か

②「楽
たの

しく覚
おぼ

えよう１／２」：漢
かん

字
じ

のパーツ（構
こう

成
せい

要
よう

素
そ

）、形
けい

声
せい

文
も

字
じ

、記
き

憶
おく

法
ほう

を紹
しょう

介
かい

しています。

③「読
よ

み方
かた

に気
き

をつけよう１／２」：�１は音
おと

の変
へん

化
か

のルールについて説
せつ

明
めい

しています。２は複
ふく

数
すう

の音
おん

読
よ

み、訓
くん

読
よ

みがある漢
かん

字
じ

の確
かく

認
にん

問
もん

題
だい

です。

④「コラム」：知
し

っていたら役
やく

に立
た

つ漢
かん

字
じ

を場
ば

面
めん

やテーマでまとめて紹
しょう

介
かい

しています。

⑤「もう少
すこ

しやってみよう」：�第
だい

1課
か

～第
だい

10課
か

の復
ふく

習
しゅう

問
もん

題
だい

です。Ⅰは復
ふく

習
しゅう

問
もん

題
だい

で、Ⅱは学
がく

習
しゅう

した

漢
かん

字
じ

の他
ほか

の読
よ

み方
かた

を取
と

り上
あ

げています。

◆ 各
かく

課
か

の構
こう

成
せい

　１課
か

につき、４つのトピックがあります。

　タイトルページのイラストは、その課
か

の接
せっ

触
しょく

場
ば

面
めん

やトピックを表
あらわ

しています。

◆ 各
かく

トピックの構
こう

成
せい

①  チャレンジ

②  「提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

」「読
よ

める」

　  「ポイント」「１回
かい

書
か

いてみよう」

③  「練
れん

習
しゅう

１：書
か

いてみよう」

④  「練
れん

習
しゅう

２：やってみよう」
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②【いし】

Ａ  Ｂ 

ポイント：どっちがいい？

①【まる】

Ａ  Ｂ 

ポイント：どっちがいい？

④【原因】
Ａ げいいん
Ｂ げんいん

ポイント：どっちがいい？

10

丸
読
よ
み方
かた まる　まる-い　まる-める　ガン　

ことば 丸
まる
　丸
まる
い

例
れい
文
ぶん

正
ただ
しいものに丸をつけてください。

11

石
読
よ
み方
かた いし　セキ　シャク　コク　

ことば 石
いし
　石
せき
油
ゆ
　磁

じ
石
しゃく

例
れい
文
ぶん

石を投
な
げないでください。

12

竹
読
よ
み方
かた たけ　チク　

ことば 竹
たけ

例
れい
文
ぶん

この辺
あた
りには竹がたくさん生

は
えている。

13

玉
読
よ
み方
かた たま　ギョク

ことば 100円
えん
玉
だま
　水
みず
玉
たま
　玉
たま
　

例
れい
文
ぶん

100円
えん
玉が不

ふ
足
そく
しています。／水

みず
玉のＴシャツを買

か
った。

14

戸
読
よ
み方
かた と　コ

ことば 戸
と
　井

い
戸
ど
　一
いっ
戸
こ
建
だ
て

例
れい
文
ぶん

戸を開
あ
けておいてください。

15

谷
読
よ
み方
かた たに　や*　コク　

ことば 谷
たに
　渋
しぶ
谷
や
　＜長

は せ が わ
谷川さん＞

例
れい
文
ぶん

渋
しぶ
谷は谷になっている。

16

原
読
よ
み方
かた ゲン　はら

ことば 野
の
原
はら
　原
はら
宿
じゅく
　原
げん
因
いん

例
れい
文
ぶん

野
の
原でピクニックをする。／事

じ
故
こ
の原因

いん
は不

ふ
明
めい
だ。

17

渡
読
よ
み方
かた わた-る　わた-す　ト　

ことば 渡
わた
る　渡

わた
す

例
れい
文
ぶん

橋
はし
を渡る。／学

がっ
校
こう
を休
やす
んだ友

とも
達
だち
にプリントを渡す。

18

辺
読
よ
み方
かた ヘン　あた-り　なべ*　べ

ことば その辺
へん
　辺
あた
り　＜渡

わた
辺
なべ
さん＞

例
れい
文
ぶん

荷
に
物
もつ
はその辺に置

お
いてください。／この辺りは、昔

むかし
、海
うみ
だった。

➊まるい   ➋いし   ➌たけ  

➍たま   ➎と   ➏たに  

➐のはら   ➑わたる   ➒そのへん  

✎

石
いし
井
い
　　高

たか
橋
はし
　　鈴

すず
木
き
　　佐

さ
藤
とう

読める

③　
　  

ポイント：漢
かん
字
じ
は何
なに
？

=

=

この段
だん

階
かい

で覚
おぼ

えてほしい読
よ

み方
かた

が太
ふと

字
じ

になっています。

常
じょう

用
よう

漢
かん

字
じ

表
ひょう

にない読
よ

み方
かた

は＊がつけてあります。

日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

N3、N2 レベルの語
ご

彙
い

を中
ちゅう

心
しん

に、
課
か

のトピックに合
あ

ったものを載
の

せています。
太
ふと

字
じ

になっている語
ご

は、N3、N2 レベルの漢
かん

字
じ

が使
つか

われている重
じゅう

要
よう

語
ご

やそれ以
い

外
がい

でも覚
おぼ

えるのが
望
のぞ

ましいと思
おも

われる語
ご

です。

提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

の通
とお

し番
ばん

号
ごう

熟
じゅく

字
じ

訓
くん

など特
とく

別
べつ

な読
よ

み方
かた

は「ことば」
の欄

らん
に＜　＞で紹

しょう
介
かい

しています。

例
れい

文
ぶん

の中
なか

の提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

にはルビがついて
いません。他

ほか
の漢

かん
字
じ

には全
ぜん

部
ぶ

ついてい
るため、新

あたら
しい漢

かん
字
じ

に焦
しょう

点
てん

を当
あ

てて、
読
よ

む練
れん

習
しゅう

をすることができます。

◆ ルビについて

「チャレンジ」「練
れん

習
しゅう

２：やってみよう」：�情
じょう

報
ほう

を取
と

るタスクの素
そ

材
ざい

（例
れい

：図
ず

表
ひょう

、ポスター、地
ち

図
ず

など）

にはルビはつけていません。

「練
れん

習
しゅう

１：書
か

いてみよう」：�文
ぶん

の中
なか

で漢
かん

字
じ

の読
よ

み方
かた

や書
か

き方
かた

を問
と

う場
ば

合
あい

、既
き

習
しゅう

漢
かん

字
じ

にはルビをつけ

ていません。地
ち

名
めい

など固
こ

有
ゆう

名
めい

詞
し

にはルビをつけています。

◆ 各
かく

セクションの進
すす

め方
かた

①チャレンジ

　学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が実
じっ

際
さい

に接
せっ

触
しょく

する機
き

会
かい

の多
おお

い漢
かん

字
じ

の接
せっ

触
しょく

場
ば

面
めん

を取
と

り上
あ

げています。問
と

いには自
じ

由
ゆ

に答
こた

えるも

のと、問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

になっているものがあります。各
かく

自
じ

の既
き

存
そん

の知
ち

識
しき

を活
かつ

用
よう

し、新
あたら

しい漢
かん

字
じ

の意
い

味
み

や読
よ

み

方
かた

を推
すい

測
そく

して、問
と

いにチャレンジします。新
あたら

しく学
がく

習
しゅう

する漢
かん

字
じ

がどんな場
ば

面
めん

で使
つか

われているのか、そ

のトピックの漢
かん

字
じ

を学
がく

習
しゅう

することで「何
なに

ができるようになるのか」ということを意
い

識
しき

しましょう。チャ

レンジの問
もん

題
だい

が難
むずか

しく感
かん

じられても心
しん

配
ぱい

ありません。一
いっ

緒
しょ

に使
つか

われている言
こと

葉
ば

から推
すい

測
そく

したり、知
し

っ

ている漢
かん

字
じ

を探
さが

したりしてみてください。そして、その漢
かん

字
じ

がどんなところで使
つか

われているのか、ど

う読
よ

むのかなどを考
かんが

えます。

②「提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

」

　ここでは、チャレンジで紹
しょう

介
かい

した漢
かん

字
じ

を１字
じ

ずつ練
れん

習
しゅう

していきます。「楽
たの

しく覚
おぼ

えよう」などを参
さん

考
こう

に、漢
かん

字
じ

の覚
おぼ

え方
かた

を考
かんが

えながら練
れん

習
しゅう

しましょう。できるだけいろいろな覚
おぼ

え方
かた

のアイディアに触
ふ

れ、

自
じ

分
ぶん

なりの漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

の方
ほう

法
ほう

を見
み

つけましょう。
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　「ポイント」では、字
じ

形
けい

や読
よ

み方
かた

、送
おく

り仮
が

名
な

など、間
ま

違
ちが

いやすいところを確
かく

認
にん

します。漢
かん

字
じ

学
がく

習
しゅう

スト

ラテジーに関
かん

するものには、 マークがついています。パーツ（構
こう

成
せい

要
よう

素
そ

）の意
い

味
み

や読
よ

み方
かた

をしっか

り確
かく

認
にん

しましょう。 がついているところは、自
じ

分
ぶん

なりの記
き

憶
おく

法
ほう

を考
かんが

えてみてください。

①　	
際 · 祭

	［　　　　　　　］

ポイント：共
きょう
通
つう
の読

よ
み方
かた
は？

③　
　  

ポイント：漢
かん
字
じ
は何
なに
？

=

=

④　

　連

ポイント：どうやって覚
おぼ
える？

③　
	    　=

		  ［　　　　　　　］

ポイント：どういう意
い
味
み
？

　「1回
かい

書
か

いてみよう」は、提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

をまず一
いち

度
ど

書
か

いてみるスペースです。覚
おぼ

えるためにどのくらい書
か

く練
れん

習
しゅう

が必
ひつ

要
よう

かは個
こ

人
じん

差
さ

があります。漢
かん

字
じ

によっても違
ちが

うでしょう。練
れん

習
しゅう

する量
りょう

は自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えてほしい

という思
おも

いから、たくさんの練
れん

習
しゅう

のマスは作
つく

らず、ここでは一
いち

度
ど

書
か

いてみるスペースを設
もう

けました。書
か

くことを目
もく

標
ひょう

にしない学
がく

習
しゅう

者
しゃ

も、形
かたち

をとらえるために一
いち

度
ど

書
か

いてみることをお勧
すす

めします。

＊「漢
かん

字
じ

たまごのヒント＆ポイント」が、ダウンロードできます。

　　　　漢
かん

字
じ

たまごサポートページ（凡
ぼん

人
じん

社
しゃ

ウェブサイト内
ない

）

　　　　https://www.bonjinsha.com/wp/kanjitamago_intermediate

③「練
れん

習
しゅう

１：書
か

いてみよう」

　②の練
れん

習
しゅう

後
ご

、提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

を覚
おぼ

えるため、読
よ

み書
か

きの力
ちから

をつけるための練
れん

習
しゅう

をします。さまざまな練
れん

習
しゅう

に

より、漢
かん

字
じ

が複
ふく

数
すう

のパーツで構
こう

成
せい

されていることを意
い

識
しき

化
か

します。同
どう

時
じ

に既
き

習
しゅう

の漢
かん

字
じ

と関
かん

連
れん

付
づ

け、提
てい

出
しゅつ

漢
かん

字
じ

の整
せい

理
り

も行
おこな

います。さらに、意
い

味
み

のグループでまとめたり、音
おん

読
よ

み・訓
くん

読
よ

みに注
ちゅう

意
い

を向
む

ける訓
くん

練
れん

を

したり、形
けい

声
せい

文
も

字
じ

（音
おん

符
ぷ

）を繰
く

り返
かえ

し確
かく

認
にん

し、練
れん

習
しゅう

したりします。中
ちゅう

級
きゅう

では、漢
かん

字
じ

語
ご

彙
い

に注
ちゅう

目
もく

し、漢
かん

字
じ

を組
く

み合
あ

わせて言
こと

葉
ば

を作
つく

る練
れん

習
しゅう

を多
おお

く取
と

り入
い

れています。漢
かん

字
じ

を覚
おぼ

えることで語
ご

彙
い

が増
ふ

えていくことを

実
じっ

感
かん

してほしいと思
おも

っています。同
どう

様
よう

の練
れん

習
しゅう

を繰
く

り返
かえ

し行
おこな

い、記
き

憶
おく

を定
てい

着
ちゃく

させていきます。

④「練
れん

習
しゅう

２：やってみよう」

　実
じっ

際
さい

の接
せっ

触
しょく

場
ば

面
めん

に近
ちか

い状
じょう

況
きょう

で、必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を読
よ

み取
と

ったり、漢
かん

字
じ

を書
か

いたりできるよう、実
じっ

践
せん

練
れん

習
しゅう

を

します。各
かく

タスクとも、正
ただ

しい解
かい

答
とう

を得
え

るのはもちろんですが、解
かい

答
とう

に至
いた

る道
みち

筋
すじ

・タスク達
たっ

成
せい

の方
ほう

法
ほう

を

学
まな

ぶことが大
たい

切
せつ

です。どのような点
てん

に着
ちゃく

目
もく

すれば正
ただ

しい情
じょう

報
ほう

が得
え

られるか、未
み

知
ち

の漢
かん

字
じ

語
ご

彙
い

があった場
ば

合
あい

、その意
い

味
み

をどのように推
すい

測
そく

するか実
じっ

際
さい

に体
たい

験
けん

します。

　情
じょう

報
ほう

取
と

りには、書
か

かれたものから読
よ

み取
と

るものと、書
か

かれている情
じょう

報
ほう

と音
おん

声
せい

による情
じょう

報
ほう

を組
く

み合
あ

わせ

て内
ない

容
よう

を読
よ

み取
と

るものの２つのタイプがあります。どちらもまずは１
ひ と り

人で、辞
じ

書
しょ

を使
つか

わず、自
じ

分
ぶん

の力
ちから

だ

けでチャレンジします。音
おん

声
せい

を聞
き

いて答
こた

える問
もん

題
だい

では、聞
き

く前
まえ

に情
じょう

報
ほう

部
ぶ

分
ぶん

を見
み

る時
じ

間
かん

を取
と

るといいでしょ



xi本書の構成と使い方

う。タスクの情
じょう

報
ほう

量
りょう

は多
おお

く、未
み

習
しゅう

の漢
かん

字
じ

や語
ご

彙
い

も含
ふく

まれていますが、その部
ぶ

分
ぶん

を読
よ

んだり、意
い

味
み

を確
かく

認
にん

したりする必
ひつ

要
よう

はありません。既
すで

に知
し

っている知
ち

識
しき

をフルに使
つか

って、わかる範
はん

囲
い

の中
なか

で、いかに必
ひつ

要
よう

な

情
じょう

報
ほう

を得
え

ていくかが重
じゅう

要
よう

です。 

◆ 凡
はん

例
れい

	音
おん

声
せい

ファイルの番
ばん

号
ごう

を表
あらわ

しています。

【  】	 聴
ちょう

読
どっ

解
かい

問
もん

題
だい

が始
はじ

まることを示
しめ

しています。

＊音
おん

声
せい

のストリーミング再
さい

生
せい

とMP3ファイルのダウンロードができます。

　　　　漢
かん

字
じ

たまごサポートページ（凡
ぼん

人
じん

社
しゃ

ウェブサイト内
ない

）

　　　　https://www.bonjinsha.com/wp/kanjitamago_intermediate


